
地理Ｂ（自宅学習プリント ９） 鉄鋼業 

 

１ 鉄鋼業の立地移動 

  鉄鋼業は、製品よりも原料が重いため

（ Ａ ）指向型の工業立地である。産業

革命以降、鉄鉱石よりも石炭が大量に必要

だったため、鉄鋼業は炭田付近に発達し

た。その後、熱効率の向上によって石炭使

用量が減少したため、鉄山付近にも鉄鋼業

は発達した。近年は、国内原料の枯渇や高

コスト化、安価な輸入原料への依存によっ

て（ Ｂ ）指向型の工業立地の傾向にあ

る。 

（１）上の説明文のＡ、Ｂに該当する立地因

子を答えよ。 

  Ａ  原料 

  Ｂ  臨海 

（２）図の１～５は、Ｂ指向型の工業都市で

ある。教科書、地図帳、資料集、新地理

の研究を参考にして、都市名を答えよ。 

  １ カーディフ  ２ ダンケルク  ３ フォス    ４ ブレーメン  ５ タラント    

※代表的な臨海立地の鉄鋼都市…フィラデルフィア(米)、スパローズポイント(米)、ポハン(韓)、 

パオシャン(中)、君津(千葉県)､水島(岡山県倉敷市)など日本の製鉄所のほとんど 

 

２ 粗鋼の生産 

  右の表は、2018 年の粗鋼の生産上位 10 カ国の

1980 年と 2018 年の粗鋼の生産量を示している。表

中のａ～ｄは、インド、中国、ドイツ、日本のいず

れかである。ａ～ｄの国名を答えよ。 

 

※「地理Ｂ学習ノート」p.90の[課題６]をやっておく

ように。 

 

 

 

 

 

ロシアの 1980年は旧ソ連の生産量である。 

ドイツの 1980年は西ドイツの生産量である。 

『世界国勢図会 2019/20』より作成 

 
   （万トン） 

  1980年 2018年 

1 ａ 中国 3,712 92,826 

2 ｂ インド   951 10,646 

3 ｃ 日本 11,140 10,433 

4 アメリカ 10,146  8,670 

5 韓国    856  7,246 

6 ロシア 14,794  7,168 

7 ｄ ドイツ  4,384  4,244 

8 トルコ    254  3,731 

9 ブラジル  1,534  3,474 

10 イラン    55  2,500 


